
2003年から開始し、9年目となる今年は約１５０組の里親と２ヘクタールの棚田を保全している。
地元農家が講師役を務めます。 本場のプロの手さばきもお楽しみに。
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お疲れさまでした！！
学んだことを伝えてみよう！

棚田でコシヒカリの
稲刈りをしよう

集合 JR東京駅 上越新幹線中央口（切符確認）6:40

2

出発 上越新幹線（MAXとき303号 新潟行）7:00

到着 上越新幹線 越後湯沢駅8:11

出発 ほくほく線 北陸急行（切符購入）8:24

到着 ほくほく線 まつだい駅9:17

挨拶 まつだい駅（全員集合、確認後バスで移動）9:30

授業 稲刈り作業スタート！10:00

昼食 田んぼ（おにぎり＆おしんこ等）12:30

授業 稲刈り作業おわり！15:00

温泉 松之山温泉ナステビュウ湯の山15:45

日本三大薬湯「松之山温泉」で
作業の疲れを癒します。

挨拶 まつだい駅前（夜は有志のみ現地で交流会予定、別費用必要）17:00

出発 ほくほく線 まつだい駅（切符購入）17:15

到着 ほくほく線 越後湯沢駅18:22

出発 上越新幹線（とき342号 東京行）18:35

到着 JR東京駅 上越新幹線（各自現地で解散）20:00

みずのがっこう事務局（Think the Earthプロジェクト内）
担当: 風間・曽我  /  E-mail: waterplanet@thinktheearth.net  /  TEL: 03-3464-5221  /  FAX: 03-5459-2194

＊スケジュールは当日の天候等により予告なく変更となる場合がありますす、雨天中止の場合は事務局より、10/2（土）夜に電話連絡いたします。＊写真：©NPO法人越後妻有里山協働機構

「棚田」で魚沼産コシヒカリの稲刈りを体験し
持続可能な日本食と未来の水の関わりを話し合おう

新潟県十日町市（松代 /室野）2011年 10月2日 日

8,500円（新米1kg配当、講師料、昼食代、装備レンタル代、温泉！料金込み）
＊参加費に交通費は含まれません、予め現地までの切符をお買い求めください。
＊費用は当日事務局スタッフにお渡しください。 おつりの無いようにご協力お願いします。
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まつだい棚田バンクとは？

開催地は「大地の芸術祭の里」

稲刈りはどこでやるの？

稲刈り用 帽子・長袖上着・軍手（園芸用）・雨具・タオル ＊長靴はレンタルあり
 半日分の飲料水ほか（マイボトル・リユースボトル歓迎） 

温泉用 タオル・着替え・洗面用具などは持参ください（温泉施設を利用します）

持ち物・注意事項 お問い合わせ

主催： Think the Earthプロジェクト　共催： NPO法人越後妻有里山協働機構

体験ツアーのフィールドである“まつだい棚田バンク”の開催地
は、日本有数の豪雪地帯、新潟県十日町市です。他の農村地域
の例にもれず、過疎・高齢化のすすむ地域ですが、厳しい自然と
の共存から生まれた棚田の風景に代表されるように、地域の文
化には現代社会の忘れかけている豊かさが息づいています。
十日町市は隣接する津南町と共に、2000年から3年に一度、現
代アートの国際大祭「大地の芸術祭」を開催し、農村の魅力を
都市生活者に向けて発信してきました。
2009年の第4回には、約350の作品が地域の田んぼや林、民
家、廃校を彩り、約３７万人が来場しました。現在も「大地の芸
術祭の里」として約200の作品を公開中。都市農村交流を通し
た地域づくりに取り組んでいます。

「大地の芸術祭」と農村のネットワークを活かし、地元以外の人が棚田の「里

親」になり耕作を続ける取り組みです。 里親は資金を出資することで、田植

えや稲刈りなど農繁期の作業に参加できます。 日常管理は地元の農家で行

い、採れたお米は「配当米」として里親に届けられます。

稲刈りは「棚田」で行います。 山間の傾斜地を利用した田んぼ「棚田」は、平地の

田と比較すると条件が悪く、全国的に耕作放棄が問題となっています。 しかし、

一見効率の悪そうな棚田は、多くの生き物に住みかを与えるだけでなく、自然の

ダムの役割を果たすなど、米の生産以外にもさまざまな機能で地域の環境を支

えているのです。

棚 田 でコシヒカリの 稲 刈 りをしよう

http://www.thinktheearth.net/jp/waterplanet/
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＊写真：©NPO法人越後妻有里山協働機構

＊本授業のお申込方法や詳細は「みずのがっこう」公式WEBサイトをご覧ください。

冬の風景。 2～ 3m積もる雪があたりを一変します。

山間の傾斜地を利用した棚田。 地域に数多く存在します。

大地の芸術祭のアート。

2000年の作品から約200点が地域の

田んぼや林、民家、廃校に展開しています。

日本大学芸術学部彫刻コース有志「脱皮する家」

草間彌生「花咲ける妻有」

つなんまち

イリヤ&エミリヤ・カバコフ「棚田」

©ANZAI©ANZAI

越後妻有：東京から電車で約2時間半。 新潟県の南の端、長野県に近い上越地方

越後妻有

検 索


